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日本児童文学学会会則 

1962 年 10 月  6 日施行 
2019 年 11 月 23 日改正 

 
第 1 条  この会は日本児童文学学会と称する。 
第 2 条  この会は本部を設ける。また別則により支部をおくことができる。 
第 3 条  この会は児童文学・児童文化の研究を促進し、会員相互の連絡を密にし、その研究調査の 

便宜をはかり、もって児童文学・児童文化の発展に資することを目的とする。 
第 4 条  この会は前条の目的を達成するために次の事業をおこなう。 
   1  研究発表会、講演会、展覧会などの開催。 
   2  機関誌、会報、パンフレット、研究書などの刊行。 
   3  会員の研究発表の斡旋。 
   4  研究資料の収集保存。 
   5  海外における研究者との連絡・交流。 
   6  日本児童文学学会賞（奨励賞、特別賞を含む）の選考・贈呈。 
   7  その他、理事会において特に必要と認めた事項。 
第 5 条  会員 
   1  この会は広く研究者、および研究に助力する者をもって組織する。 
     会員は附則に定める会費を負担するものとする。 
   2  この会には維持会員（団体・個人）を設ける。維持会員の権限および会費については、附 

則に定める。 
第 6 条  役員 
   1  この会に役員をおく。 
     会長          1 名 
     理事              約 15 名 
     内 代表理事          1 名 
     事務局長        1 名 
     運営委員           若干名 
     評議員       約 15 名 
     監事                  2 名 
    2  職務については下記の通りとする。 

ア 会長は、この会を代表し会務を総括する。 
イ 代表理事は、理事会を代表して会長を補佐し、会長に事故あるときは会長の職務を代 
  行する。 
ウ 理事は、この会運営の責に任じ、会務を分担執行する。総会に付議すべき事項および

会長が必要と認める事項について、理事会は、あらかじめ評議員会の意見を聴かなけ

ればならない。 
エ 評議員は、評議員会を組織し、この会則に定める事項およびその他の規則に定める事 
項について、理事会の諮問に応じ、必要と認める事項について助言または提言するこ 
とができる。評議員は、会長の招集により、毎年１回以上（そのうち 1 回は研究大会 
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開催中）の定例会を開催する。なお、評議員会の議長は、出席評議員の互選により選 
出する。 
オ 監事は、この会の財務を監査する。 
カ 事務局長は、理事を兼任する。また、財務上必要な口座の管理および日常的な会務を

遂行、統括する。 
キ 運営委員は、事務局長を補佐し、各地で開催される理事会および評議員会等において  

会務の運営が円滑に行われるようにはかる。 
   3  役員の選任は次の通りとする。 
     ア 会長は、会員の中から新理事予定者が推薦した結果を踏まえて理事会が推薦し、評議 

員会の議を経て総会で決定する。 
     イ 理事選出の方法は別に定めた内規（「日本児童文学学会理事選出規程」）による。 
     ウ 代表理事は、新理事予定者が互選した結果を踏まえて理事会が推薦し、評議員会の議 

を経て総会の承認を得る。 
     エ 評議員は、会員の中から新理事予定者が推薦した結果を踏まえて理事会が推薦し、総 

会で承認を得る。 
     オ 監事は、会員の中から新理事予定者が推薦した結果を踏まえて理事会が推薦し、評議 

員会の議を経て総会で承認を得る。 
     カ 事務局長は、理事会が推薦し、評議員会の議を経て総会の承認を得る。 
     キ 運営委員は、理事会が地域性を考慮し会員より選出し、会長が委嘱する。 
   4  任期 
     ア 役員の任期は２年とする。再任を妨げないが、運営委員を除き同一役職における役員 

の任期は連続しては２期（４年）を限度とする。なお事務局長は、役職指定の兼任理 
事であるため、この在任期間は理事の任期の継続期間とはみなさない。 

     イ 前項にかかわらず、新役員決定までは現役員がその任にあたるものとする。 
     ウ 評議員と会長を除く役員は、選出される年の1月 1日に70歳未満であることとする。 

任期中に 70 歳を越えることはかまわない。 
   5  役員選出の方法は別に定めた内規による。 
第 7 条  理事会の推薦により総会の議を経て、次の会員をおくことができる。 
     細則は別途として定める。 
      （1）名誉会員 
      （2）特別会員 
第 8 条  会務を遂行するため事務局長のもとに事務局をおく。 
第 9 条  会員の入会は原則として会員１名の推薦と理事会の承認を要する。 
第 10 条   会員が定められた義務を果たさないとき、またはこの会の目的にふさわしくない行為のあ 

ったときは、総会の議決によって除名する。 
第 11 条   この会は毎年１回通常総会を開催する。臨時総会は理事会が必要と認めたときあるいは会 

員の５分の１以上から会議の目的とする事項を示して要求があったとき、これを開催する。 
第 12 条   この会の経費は会費その他をもってあてる。 
第 13 条   この会の会計年度は毎年 4 月 1 日にはじまり、翌年 3 月 31 日に終わる。 
第 14 条   会則、附則および別則の変更は総会の議決を経なければならない。 
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附則 
   1  会員の会費は年額 8,000 円とする。入会の年度に大学院在籍中の者は、学生証のコピーを 

添付することで、初年度会費を半額とする。 
   2  維持会員（団体・個人）の会費は年額一口 50,000 円とする。ただしその権限は一般会員 

と同等とする。 
   3  会費の滞納、又は居所不明が２年以上に及ぶ会員は、事務局において所定の手続きをし、 

理事会に報告のうえ、退会扱いとすることができる。 
 4 本会の事務局を、山梨県甲府市横根町８８８ 山梨英和大学 井上征剛研究室 に置く。 
 5  本会の変更会則は、2019 年 11 月 23 日より施行する。 

 
 
別則 
   1  会則第２条にもとづき、５名以上の会員を有するところでは支部を設けることができる。 

 2  支部を設けるには支部会則を定め、理事会の承認を得なければならない。 
 3  支部は会則第４条の事業をおこなうに必要な援助を本部に求めることができる。 

 
 
名誉会員に関する細則 
   1  長年にわたり日本児童文学学会の発展に寄与し、その功績が顕著と認められる会員を名誉 

会員とすることができる。 
   2  名誉会員は、理事会の推薦により総会の議を経るものとする。 

3  名誉会員からは、年会費を徴収しない。ただし、会員と同等の権利を有する。 
 
 
特別会員に関する細則 

    1  外国在住の日本国籍を持たない者で、児童文学・児童文化に関する日本語による研究業績 
を有する者を特別会員とすることができる。 

 2  特別会員は、本人の申し出をもとに、理事会が審査し、総会の議を経て決定するものとす 
る。 

 3  特別会員は、入会金、年会費を免除され、会員と同等の権利を有する。ただし、議決権及 
び選挙権、被選挙権を有しない。 

   4  特別会員の期間は２年とするが、本人の申し出により、理事会の再審査を経て更新するこ 
とができる。 

   5  特別会員の定員は、10 名程度とする。 
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大会発表者の選考について 

・発表申し込みの時点で、その年度までの会費納入確認済の会員とする。 
・発表は一回完結を原則とする。（「～の研究(2)」といった題目は認めない。） 
・単独であれ、連名であれ、一人一発表とする。 
・発表者多数の場合 
①連続の発表は二年までとする。 
②発表申込要旨をもとに選考することがある。 
③選考については、主催者側が責任を持つ。 

 
 
退会の扱いについて 

・任意の退会は、申し出た年度の翌年から適用することを原則とする。したがって当該年度の会費は

請求する。ただし、希望があれば郵便等の発送は停止する。 
・会費滞納による退会扱いは、二年間の未納が確認された時点で行う。 
・滞納により退会扱いとなった者が再入会を希望する場合、退会以前の滞納分をすべて完納しなけれ

ばならない。 
・ 便宜的におこなってきた休会の扱いはなくす。 
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日本児童文学学会理事選出規程 

 
第一章 総則 
 第１条 会則第６条に定める役員選出のため、会則第６条５により本規程を定める。本会の役員の 

選出は、以下の各条の定めにしたがって行わなければならない。 
 第２条 役員選出に関する選挙の管理事務は、選挙管理委員会がこれを行う。 
第二章 選挙管理委員会 
 第３条 選挙管理委員会の定数は、３名とする。 
 第４条 選挙管理委員会の委員は、理事会が委嘱する。委嘱は、改選の年の 4 月末日までに行わな 

ければならない。 
 第５条 選挙管理委員会の委員長は、委員の互選により定める。 
 第６条 選挙管理委員の任期は、改選の年の 5 月 1 日から翌年 3 月 31 日までとする。 
 第７条 選挙管理委員会は、理事会の承認を得て、必要により運営内規を定めることができる。 
第三章 有権者 
 第８条 選挙および被選挙有資格者は、改選の年の 5 月 31 日までに前年度会費を納めている会員 

とする。ただし、団体会員（法人会員）をのぞく。 
第四章 理事の選出 
 第９条 理事選挙における連記数は、８名とする。 
   ２ ８名に満たない不完全連記は、有効とする。ただし、８名を超えたものに関しては無効と 

する。 
 第 10 条 当選の決定は、得票順とする。 
   ２ 最下位当選において同点者が生じた場合は、抽選によって決定し、その他を次点とする。 
   ３ 欠員が生じた場合は、次点者を以て補い、その任期は、前任者の残りの期間とする。欠員 

補充は、選挙管理委員会が保管する選挙結果の記録にもとづき、理事会の責任で行う。 
 第 11 条 選挙管理委員会は、当選者に対し、選挙結果確定後速やかに、委員長名で当選通知を出 

さなければならない。 
   ２ 選挙管理委員会は、当選者および次点者を明記した選挙結果を理事会および改選の年の総 

会等で報告し、その記録を事務局に保管するものとする。 
 第 12 条 選挙により選出された理事（当選理事）は、地域性や年齢、専門分野等を考慮して残り 

の理事（推薦理事）を推薦し、総会において承認を得るものとする。この会議は会長が招 
集する。 

 第 13 条 会長は、改選の年の総会後に当選者を招集し、新理事会の発足を確認しなければならな 
い。 

第五章 理事選挙の公示および期日 
 第 14 条 理事選挙の公示は、改選の年に発行する会報において行う。 
 第 15 条 理事選挙の期日は、改選の年の総会開催１ヶ月以上前とする。 
第六章 改正理事の選出 
 第 16 条 本規程の改正は、理事会が起案し、総会で決定する。 
（附則） 本規程は、2002 年 10 月 26 日に制定し、同日より施行する。 
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2019－2021 年度役員および理事役割分担一覧    

（2019 年 11 月～2021 年 10 月） 
 

 
会  長         宮川健郎（会長・会報＆広報・規程検討） 
     
代表理事・理事  鵜野祐介（代表理事・学会賞・開放＆広報・規程検討）  
 
事務局長・理事    井上征剛（事務局長・会報＆広報・規程検討）   
     
理  事      井上征剛 石井光恵（例会） 今田由香（紀要編集） 鵜野祐介 

  遠藤純（会報＆広報） 大島丈志（紀要編集） 川勝泰介（会報＆広報） 
  齋木喜美子（紀要編集） 酒井晶子（学会賞） 佐々木由美子（例会） 

土居安子（学会賞） 成實朋子（学会賞） 武藤清吾（紀要編集） 
目黒強（学会賞） 米村みゆき（例会）〔4 月から〕    

      
評 議 員      青木丈美 浅野法子 伊藤かおり 内ケ崎有里子 

   川端有子 佐藤宗子 内藤知美 中地文 
  藤本恵 丸尾美保 水間千恵 横川寿美子 

     
監  事      奥山恵  中川理恵子   
     
運営委員（東京）  小林夏美  伊藤敬佑  宮田航平 
    （中部） 内田智秀  西原麻里  藤本元子 

    （関西） 藤田なお子  柿本真代  南野陽子 
 
 

 


